
令和４年度　森林環境譲与税の使途公表

意向調査の準備作業、森
林整備の準備作業

森林経営管理制度 5,062 5,062

甲州市内の民有林の状況を精査して森林経営管理制度の全体計画を策定
した。林地台帳のシステム機能強化を図った。また調査の効率化を図る
ためのドローンや、現地調査及び地権者説明用タブレット端末の導入を
行った。

意向調査、集積計画等作
成

森林環境譲与税意向調査
関係業務

2,716 2,716
令和２年度からモデル的に事業を行っており、今後もモデル的事業とし
て意向調査を実施する。また、令和４年度に意向調査結果に基づき現地
調査を実施し集積計画を作成した。

私有林整備
森林環境譲与税森林整備
業務

440 440
市に管理を希望する意向を示し、かつ現地調査により人工林で間伐が必
要な箇所（0.9ha）について、間伐を実施した。

その他 森林経営管理制度 43 43
森林整備を行うにあたり土地所有者の相続人調査の送料等に係る経費や
現地調査・検査で安全対策として必要な職員のヘルメット等を購入し
た。

木造公共建築物の整備
甲州市塩山駅前案内所移
設事業改修工事

41,140 1,000 40,140
JR中央本線塩山駅前の観光案内所を移設することになり、観光案内所内
のカウンターや仕上げ材に県産材を使用することで公共施設の木質化な
らびに木材利用の促進を図った。

森林保護対策 ナラ枯れ被害対策事業 2,434 608 1,826
甲州市内において、ナラ枯れ被害が初めて確認された。これにより新た
に対応が必要となり、森林保護対策の観点から譲与税を活用した。

基金積立
（森林整備等）

甲州市森林管理基金積立 7,262 7,262 令和５年度以降の森林整備事業等に使用するため積み立てた。

【実績】
　税の活用により、森林経営管理制度に基づく、森林整備についてモデル的ではあるが意向調査か
ら実際に間伐までの一連の流れを実施した。

【詳細】
　わが市においては人口減少の状況にあり、森林の荒廃が懸念されており森林経営管理制度の活用
により森林整備を促進することに取り組んでいる。
　森林経営管理制度については、新たに創設された制度であり、わが市においてもノウハウの確立
が急務であったことから、一連の事業の流れをつかむことにより、次年度以降に生かすことが可能
となった。
　令和２～４年度と取組を行ってきたことで様々な課題点が分かってきたので次年度以降について
はこの課題点を見直しつつ事業拡大を図っていく予定である。

　残額は、令和５年度以降の森林整備事業等に使用するため積み立てた。

事業区分 事業名

事業総額（千円）

事業内容 実績並びに税導入の効果うち森林環境譲与
税（千円）

うち他の財源
（千円）


